
原田三朗教授の経歴ならびに研究業績

〔経 歴〕

１９３５年（昭和１０年）東京・赤坂生まれ

１９５９年（昭和３４年）東京大学文学部卒業。科学技術庁（総理府事務官）を経て

１９６０年（昭和３５年）毎日新聞社入社。長野支局を経て

１９６２年（昭和３７年）東京本社編集局社会部

１９６６年（昭和４１年）留学休職（イリノイ州立南イリノイ大学大学院ジャーナリズム研究科）

１９６７年（昭和４２年）復職。東京航空記者会担当

１９６８年（昭和４３年）千葉支局

１９６９年（昭和４４年）社会部。安保学生班，文部記者会担当

１９７１年（昭和４６年）社会部。遊軍記者

１９７２年（昭和４７年）社会部。外務省（霞クラブ）担当

１９７４年（昭和４９年）社会部。国際事件キャップ，遊軍長

１９７５年（昭和５０年）社会部副部長

１９７８年（昭和５３年）東京本社編集局編集委員

１９７９年（昭和５４年）人事院公務員倫理研修研究部会委員

１９８０年（昭和５５年）毎日新聞教育取材班キャップ

１９８１年（昭和５６年）国家公務員研修所講師（２００２年まで断続的に。なおこのころより現在に至るまで，

北海道から沖縄まで全国各地の自治体で公務員倫理研修の講師を務める）

１９８１年（昭和５６年）論説委員（教育，航空，社会担当）

１９９０年（平成２年）毎日新聞社退社。駿河台大学経済学部教授

１９９２年（平成４年）駿河台大学企画広報委員長（併任）（２００２年まで）

１９９３年（平成３年）国民教育文化総合研究所研究会議議長（１９９７年まで）

１９９４年（平成６年）駿河台大学文化情報学部教授

１９９５年（平成７年）千葉県個人情報保護審議会委員

１９９８年（平成１０年）駿河台大学文化情報学研究所長（併任）（２００４年まで）

１９９９年（平成１１年）駿河台大学大学院文化情報学研究科教授（併任）

２００１年（平成１３年）同研究科長（併任）（２００５年まで）

２００３年（平成１５年）千葉県個人情報保護審議会会長（現在に至る）

２００５年（平成１７年）駿河台大学定年退職。名誉教授。大学院客員教授

〔研究業績〕

研究者と異なり，系統的な研究業績はほとんどない。新聞記者と大学教授の生活を通じ，書いたもの，

話したことは多い。大部分は未整理のまま保存している。今回の原稿締め切りまでには，単行本をのぞ

き全部を整理することはできなかった。

単行本以外では，新聞の執筆記事と社説がそれぞれ約５００本と推定される。雑誌の記事は大小様々で，

やはり７００ないし８００本になる。内容は，教育関係，事件関係，古代史など文化に関するものに大別され

る。ここには，整理が済んだ約６００本のうち，リスト化できたものと，国会図書館のホームページで検

索した分と併せ，約４５０本を掲載する。
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【単行本】

単著

新聞社を退社直前になって，ようやく執筆の時間が持てるようになった。臨教審には論説委員として

さまざまな形で関わった。政治部と社会部の後輩記者の協力で，最初の単独著書として刊行した。公務

員倫理は１９８０年から人事院などでの研修を行なってきた。公務員倫理について書かれた最初の本である。

オーケストラの本は，中高校生を対象としたちくまプリマーブックスの一冊で，学校図書館協議会の推

薦図書になり，ハードカバーで全国の学校図書館に納本された。東大オケでのトロンボーンの先生を軸

に書いたＮ響のドキュメンタリーである。すでに絶版だが，インターネットではいまでも多くの人が取

上げている。大学に移ってからの単著は，公務員倫理を書き直したものだけである。

１ 臨教審と教育改革 三一書房 １９８８．１

２ 公務員倫理 ぎょうせい １９８９．１

３ 教育激動の構図’８０年代 国土社 １９８９．５

４ オーケストラの人びと 筑摩書房 １９８９．１１

５ 「日本一先生」は語る 大村はま・原田三朗 国土社，１９９０．２

６ 新・公務員倫理 ぎょうせい １９９９．３

【編共著】

毎日新聞では１９７９年から教育取材班のキャップを務めた。全国から記者を集め，テーマを決めて定期

的に企画記事をつくった。それに加筆して単行本にまとめ，毎日新聞から刊行したものが多い。いずれ

も私が原稿を見て，構成を考え，あとがきを書いている。私自身が一部を書いているものも多い。毎日

以外でも書き下ろしを教育取材班の名前で出したものもある。大学に移ってからは，私が編者となって

メディア倫理や文化情報学など同僚教員とともに執筆した本がほとんどである。なお，毎日新聞から出

した「人間と海」は１９７５年の沖縄海洋博企画のシンポジウムの記録を，私が実質的な編者になって，一

般向けに整理したもの。竹筏ヤム号漂流記は，漂流した記者の原稿などを私が編者となってまとめた。

教育総討論は，私が責任者となって討論者を委嘱し，整理し，単行本にまとめた。

１ 教室産業 毎日新聞社 １９８１

２ 内申書・偏差値の秘密 毎日新聞社 １９８１

３ つくられる「良い子」たち 毎日新聞社 １９８１

４ 教科書検定 毎日新聞社 １９８２

５ わかってよ ぼくら小学生 毎日新聞社 １９８１

６ 思春期病 １９８１ 毎日新聞社

７ 忘れられた子供たち 毎日新聞社 １９８１

８ 校内暴力の底流 毎日新聞社 １９８２

９ なぜ死ぬの 毎日新聞社 １９８２

１０ 若い先生 毎日新聞社 １９８２

１１ 大学入試の内幕 毎日新聞社 １９８２

１２ かわる高校 毎日新聞社 １９８３

１３「非行」を超える 毎日新聞社 １９８４

１４ 教室の冒険 毎日新聞社 １９８４

１５ 登校拒否の子 毎日新聞社 １９８４

文化情報学 第１２巻第２号（２００５）
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１６ 教育改革・現場の試み 毎日新聞社 １９８５

１７ 教育改革・私の視点 毎日新聞社 １９８５

１８ 日本の教育風土 毎日新聞社 １９８６

１９ 見えなくなった子どもたち 毎日新聞社 １９８７

２０ 教科書戦争 教育取材班 三一書房 １９８１

２１ いじめの構造 教育取材班 創文 １９８３

２２ 教育を追う・総討論 毎日新聞社 １９７７年

２３ 人間と海 毎日新聞社 １９７６年

２４ 竹筏ヤム号漂流記 毎日新聞社 １９７７年

２５ 情報の法と倫理 原田三朗・和田英夫・鳥井壮行 北樹出版 １９９９

２６ 文化情報学 安澤秀一・原田三朗 北樹出版 ２００２

２７ 新・情報の法と倫理 原田三朗・日笠完治・鳥居壮行 北樹出版 ２００３

【共著】

単行本の一部を執筆したが私の編著ではないものを集めた。私が書いた章のタイトル，書名，編者，

出版社，出版年の順に表示してある。「激論・ニッポンの教育」は「知的生産の技術」研究会とともに

企画したもので，小田実，小室直樹，木田宏，黒羽亮一ら７名の討論者の一人として，討論記録をもと

に執筆している。

１ 「密輸決済の金融組織」 アジア犯罪基地 稲野治兵衛 毎日新聞社 １９６６年

２ 「マンガを読んで革命をしよう」 安保・激動のこの１０年 毎日新聞安保学生班 文藝春秋 １９６９

３ 「大学としての東大法学部」 東大法学部 小中陽太郎 現代評論社 １９７８

４ 「公務員」「外食産業」「大学と就職」「転職考」 就職 小中陽太郎 現代評論社 １９８０年

５ 激論・ニッポンの教育「知的生産の技術」 研究会編 講談社 １９８１年

６ 「取材・報道の法と倫理」 ジャーナリズムを学ぶ人のために 田村紀雄他 世界思想社 １９９３

７ 「取材・報道の法と倫理」 新版ジャーナリズムを学ぶ人のために 田村紀雄他 世界思想社 １９９９

８ 「メディアと教育」 教育の未来をつくる 国民教育文化総合研究所 明石書店 １９９６

【監修】

国民教育文化総合研究所で企画したシリーズで，日高六郎らと３名の監修者の一人である。第３巻の

「教育の未来をつくる」（再掲）では，共著者でもあった。

１ 新しい学校像の探求 国民教育文化総合研究所 明石書店 １９９６

２ 共生・共育を求めて 国民教育文化総合研究所 明石書店 １９９６

３ 教育の未来をつくる 国民教育文化総合研究所 明石書店 １９９６

【その他】

単行本にはさまざまな形で関与したものが多い。次はその一つで，毎日新聞創刊１００年の企画で，「日

本および日本人」をテーマに世界から賞金各１００万円で論文を募集した。５１２編の応募論文から１０編を入

選とし，入選者を日本に招待した。これは，入選論文を翻訳し刊行したであるものである。私の編著に

いれてもよかったのだが，翻訳を担当していることから，その他とした。

１ アレグレ「日本の近代化とその限界」／ドハーティ「表象の文明」／サミュエルス「現代日本の政
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治文化」 日本および日本人 毎日新聞社 １９５２年

【雑誌論文・寄稿のうち国会図書館の雑誌記事索引 収録分】

整理する時間がないので，国会図書館の索引をまず利用させてもらった。書式もリライトする余裕が

なく，執筆者の名前を削っただけで（全部私の名前だから）インターネットからペーストしたそのまま

である。

１ 〔駿河台大学〕文化情報学部の創世記（國分信教授 退職記念号〔駿河台大学〕文化情報学部創設１０

周年記念号）―（〔駿河台大学〕文化情報学部１０周年に当たって）／文化情報学．１０�［２００３．１２］

２ アメリカ連邦公務員制度の概要―連邦公務員制度の現状と課題（特集 公務労働の 現状と未来�上

先進四カ国の公務員制度の現状と課題）／世界の労働．５３�［２００３．３］

３ 公務員倫理に関する座談会（特集 公務員倫理―国家公務員倫理法施行後１年を経過して）／青山

佳世；立石信雄；原田三朗他／人事院月報．５４�（通号 ６２３）［２００１．８］

４ これからの地方公務員の服務と倫理（特集 ２１世紀の地方自治を展望する�地方公務員）／月刊自

治フォーラム．（４９７）［２００１．２］

５ あっせん利得処罰法と公務員倫理／晨．２０�（通号 ２２０）［２００１．２］

６ 余計なお世話教育改革国民会議（特集 教育改革国民会議を問う）／季刊教育法．（１２７）［２０００．１２］

７ 自治体職員に求められる公務員倫理／Gyosei EX.１２�［２０００．０５］

８ 解説 これからの情報公開に必要な新しい視点（特集 住民参加のための新しい情報公開）／月刊

自治フォーラム．（通号 ４８５）［２０００．０２］

９ ２１世紀の地方公務員倫理（特集 ２１世紀の地方公務員倫理）／晨．１９�（通号２０７）［２０００．０１］

１０ 課題研究 ２１世紀の高等教育政策―２１世紀の高等教育政策（ナショナリズムと教育政策）―（〔日

本教育政策学会〕第６回大会報告）／日本教育政策学会年報．�［２０００］

１１ ジャーナリストには専門教育と現場研修を―多メディア時代に合わせて内容も検討／新聞研究．

（通号 ５７９）［１９９９．１０］

１２ 大学にとっての社会人教員（今月のテーマ 社会人教員）／IDE．（通号４１１）［１９９９．０９］

１３ 天職としての公務員／人事院月報．５１�［１９９８．０１］

１４ 橋本行革の“人事院潰し”を許してはならない／エコノミスト．７５�［１９９７．１１．１１］

１５ 教育総研リポート２２ ―学校教育の今日的課題―「第５回教育総研夏季研究集会」から―第２部／

教育評論．（通号５８５）［１９９６．０２］

１６ 教育総研リポート２１ 学校教育の今日的課題―「第５回教育総研夏季研究集会」から／教育評論．

（通号５８４）［１９９６．０１］

１７ 国際理解教育と日の丸・君が代（日の丸・君が代の指導〈特集〉）／季刊教育法．（通号８７）［１９９２．０３］

１８ ここが違う！名人の授業―大村はま（おもしろがらせる授業〈特集〉）／児童心理．４４�［１９９０．０７］

１９ 問題多いホラービデオ規制／新聞研究．（通号４６０）［１９８９．１１］

２０ 猫の目入試改革―なぜ？（文部省―残された中曽根路線〈特集〉）／世界．（通号 ５３４）［１９８９．１１］

２１ 衛星放送「料金」の合理，不合理（情報・メディアの「値段」考〈特集〉）／総合ジャーナリズム

研究．２６�［１９８９．０７］

２２ 論説委員座談会＝日教組運動を展望する―もっとしなやかに，わかりやすく（２１世紀に日教組は

〈５００号記念特集〉）／原田三朗 他／教育評論．（通号５００）［１９８９．０２］

２３ 教育活動と学校図書館（学校図書館に期待する〈特集〉）／学校図書館．（通号４５９）［１９８９．０１］
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２４ 新設ラッシュ「国際学部」の表と裏（大学の新潮流〈特集〉）／知識．（通号８１）［１９８８．０９］

２５ 臨教審とは何だったのか―教育改革幻想の終わりと始まり／エコノミスト．６５	［１９８７．０９．０８］

２６ 教育 文部官僚の掌の上で―幻に終わった教育改革（ハンドブック 中曽根政治〈創刊５００号記念

特集〉）―（中曽根政権は何をなしたか）／世界．（通号５００）［１９８７．０４］

２７ いま，公務員倫理を問う／人事院月報．４０�［１９８７．０３］

２８ 教育問題―「教育を追う」２５００回の軌跡（「部際取材」の現状と課題）／新聞研究．（通号４２５）［１９８６．１２］

２９ 臨教審の改革論議の行方と教職員に望むもの（教育改革―臨教審にはたのまない〈特集〉）／対談

西村秀俊；対談 原田三朗 教育評論．（通号４７２）［１９８６．１０］

３０ 漂流続ける臨教審―「会議室」からの教育改革はムリ／エコノミスト．６４
［１９８６．０３．１８］

３１ 日本の教育改革風土（教育改革の地平〈特集〉）／理想．（通号６２４）［１９８５．０５］

３２ 手紙・教育改革をになう教師たちへ（教育改革と教師たち〈特集〉）／原田三朗 他 教育評論．

（通号４５１）［１９８５．０１］

３３ 教育改革を考える〈シンポジウム〉／稲葉三千男；原田三朗；保坂展人 月刊総評．（通号３２４）

［１９８４．１２］

３４ 臨教審のねらいとその将来（教育改革論議と臨教審〈特集〉）／ジュリスト．（通号８２５）［１９８４．１１．１５］

３５ 現場を調査し，抽象論議をやめて（「日本の教育を考えるシンポジウム」から）―（教育改革／各

界からの提言）／教育評論．（通号４４８）［１９８４．１０］

３６ どこへ行こうとするのか臨教審（臨教審・教育改革の今後〈特集〉）／季刊教育法．（通号５３）

［１９８４．１０］

３７ 教育改革運動をめぐって（国民参加の教育改革を〈特集〉）／対談 原田三朗；対談 橋口和子

教育評論．（通号４４５）［１９８４．０７］

３８“教育臨調”路線と大学―何を問題にすべきか（大学生諸君�―いま，大学をリポートする）／世

界．（通号４６３）［１９８４．０６］

３９ 教育改革と報道の役割―「教育を追う」の七年間から／新聞研究．（通号３９３）［１９８４．０４］

４０ 教育改革の方向を問う／季刊教育法．（通号５１）［１９８４．０４］

４１ 教育は死んだか―記者の見た学校教育の現状（「教育」を問う）／座談会 原田三朗 他 理想．（通

号６１１）［１９８４．０４］

４２ 日教組に思うこと（日教組運動への期待〈特集〉）／教育評論．（通号４３５・４３６）［１９８３．１０］

４３ 何が教室を息苦しくさせているか―研修，指導要領，カリキュラム，そして（教師の暴力―なぜ？

〈特集〉）／世界．（通号４５４）［１９８３．０９］

４４「共通一次」のいま（曲がり角にきた共通一次（今日の焦点））／季刊教育法．（通号４８）［１９８３．０７］

４５ 倫理研修をどのように進めるか／人事院月報．３６�［１９８３．０２］

４６ 文教―ファシズムを生む教育政策（ただいま，日本の無理難題〈特集〉）／現代の眼．２４�［１９８３．０１］

４７ 教科書報道を支えるもの（教科書問題と新聞報道）／新聞研究．（通号３７７）［１９８２．１２］

４８ 戦後文部行政の軌跡（文部省―いま，改革のとき〈特集〉）／世界．（通号４４４）［１９８２．１１］

４９「侵略が進出に」を枕言葉に使ったことはあっても誤報はしていません（やはり教科書は利用され

ていた！〈特集〉）―（三大紙・NHK編集幹部に訊く―朝・毎・読・NHK「誤報」を糺す！）／

インタビュー 原田三朗；インタビュー 俵孝太郎 諸君．１４�［１９８２．１１］

５０ 教科書調査官の“検定基準”（むき出された〈帝国〉への野望―教科書問題を剔る〈特集〉）―（教

科書の作られ方・使われ方）／現代の眼．２３�［１９８２．１１］
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５１ 日教組大会と集会の自由の危機／新聞研究．（通号３７４）［１９８２．０９］

５２ 文部省と家永三郎―歴史の法廷に立つリベラリスト（巨大集団に挑む一匹狼たちの情念〈特集〉）／

現代の眼．２３�［１９８２．０７］

５３ 教育を避けた最高裁判決（教科書・その真実と民主主義を―最高裁判決をうけて〈特集〉）／国民

教育．（通号５３）［１９８２．０７］

５４ 公務員・安定志向の光と影（就職読本―新たな人生への出立）―（’８３年企業戦線を直撃する―優

良業種を狙え）／現代の眼．（通号 別冊）［１９８２．０５］

５５ 古代史ブームのヒーローたち（古代史の疑問―日本人と天皇のルーツ）／現代の眼．２３�［１９８２．０１］

５６ 大学行政・一五年の惨憺―大学はどこへ行く（”筑波化”で揺れる日本の大学〈特集〉）／現代の

眼．２２
［１９８１．１２］

５７ 教科書信仰がもたらす絶望的状況（教科書問題〈特集〉）―（教科書問題・私の視点）／季刊教育

法．（通号 ４１）［１９８１．１０］

５８ 学歴を買う人々―現代「親子鷹」事情（若者を刈り取る日本の欲望最前線〈特集〉）／現代の眼．２２

�［１９８１．０７］

５９ 受験でだれが得をしたのか（受験〈主題〉）／思想の科学．第６次．（通号１２６）［１９８１．０１］

６０ 学界に若き復権はあるか（若朽（じゃっきゅう）の世代〈特集〉）／潮．（通号２５６）［１９８０．０９］

６１ 子どもたちはよい教科書を奪われた―進む寡占化の憂うべき現実／エコノミスト．５８�［１９８０．０２．

０５］

６２ アンデスの国の子どもたち―コロンビアとエクアドルの教育現場／季刊教育法．（通号３３）［１９７９．

１０］

６３ 新段階迎えた主任制度問題／インタビュー 諸沢正道；インタビュー 槙枝元文；インタビュー

原田三朗 季刊教育法．（通号２７）［１９７８．０４］

６４ 私大の値上げラッシュ―だが盛り上がらぬ反対闘争／エコノミスト．５６�［１９７８．０３．１４］

６５ 古代史論争〈権威〉喪失の時代の争鳴（戦後論争盛衰史〈特集〉）―（現代論壇話題考）／現代の

眼．１８
［１９７７．１２］

６６ 教育における国際性（直言ノート）／季刊教育法．（通号２６）［１９７７．１２］

６７ 国公立入試（共通一次）批判（直言ノート）／季刊教育法．（通号２５）［１９７７．１０］

６８ 要田中事件にみる学校の病理（直言ノート）／季刊教育法．（通号２４）［１９７７．０７］

６９ 内申書不用論／季刊教育法．（通号２２）［１９７６．１２］

７０ 学校と地域社会―学区の紛争をめぐって（直言ノート）／季刊教育法．（通号２０）［１９７６．０７］

７１“社会部的”から踏み出す（社会部）（新聞記者読本）―（取材記者論）／新聞研究．（通号２９６）［１９７６．

０３］

７２“教育の常識”といかに闘うか（直言ノート）／季刊教育法．（通号１８）［１９７５．１２］

７３“教育とカネ”の発想を変えよ（直言ノート）／季刊教育法．（通号１７）［１９７５．１０］

７４ 中教審答申はどうなったのか（直言ノート）／季刊教育法．（通号１６）［１９７５．０６］

７５ 大学の荒廃は救えるか／季刊教育法．（通号１５）［１９７５．０３］

７６ さまよえる中教審答申の行方―説得力の欠如が命取りにも／エコノミスト．４９
［１９７１．０６．２２］

７７ 羽田は国際空港から脱落する！―政策不在のパンク宣言／エコノミスト．４８�［１９７０．０９．２９］
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【雑誌論文等で未整理のものも多く残っているが，これまでに整理済みのもののうち，国会図書館の記

録に含まれていないものを掲載する。整理ミスでダブりがあり，削除した部分もある】

１ 「犯人自殺直前の問答」 サンデー毎日 ６０年１１月号

２ 「ただいま留学中」（１～１０連載） 留学と会話 ６６年１２月～６７年

３ 「成田・代執行と農民たち」 現代の視点 ７１年２号

４ 「ルバング通信テンマツ記」 現代の視点 ７２年１１号

５ Co―existence of Contradictions, The Japanese People and Culture”Technocrat vol６ no３march

１９７３ Fuji Marketing Research Co., Ltd.

６ 「ポーツマス―世界のポートシティ」 Shipping and Trade News ８２年３月

７ 「ミンダナオ記者にも言わせてほしい」 月刊噂 ７３年１０号

８ 「新聞記者の競争と協調」 マスコミ市民 ７３年１１月号

９ 「東京大学総長論」（木下弘の筆名で）月刊エコノミスト ７３年５月号

１０「幻の記者コンミューン」 調査情報 ７３年６月号

１１「入試改革と高校の体質改善」 高校教育 ７４年６月号

１２「音よりも速く」 留学と会話 ７５年１２号

１３「国公立入試（共通一次）批判 教育法 ７５年１８号

１４「アラブの旅」 留学と会話 ７５年８号

１５「古代史研究における疑似論理」 古代文化 ７５年早春

１６「音よりも速く」 留学と会話 ７６年１２月号

１７「学校と地域社会」 教育法 ７６年２０号

１８「開かれた社会のための教育と日本の教育」 国際教育 ７７年４４号

１９「稲毛屋 中央集中処理を武器に大きく躍進」 New Life Industries ７９年４月号

２０「大学入試は沈静化したか！」 進研ニュース ８０年７３号

２１「現実のニュースが追いかけてくる教育報道」 SPACE ８１年５月号

２２「教科書問題をめぐって」 キャリアガイダンス ８２年１０号

２３「共通一次試験が生まれるまで」 現代教育実践文庫 ８２年１２月号

２４「古代史ブームのヒーローたち」 現代の眼 ８２年１月号

２５「中教審の権威ということ」 学校経営 ８２年１号

２６「１９８１年教育界を振り返る」 キャリアガイダンス ８２年１号

２７「学校観をめぐる混乱」 コミュニティー８０レター ８２年２３号

２８「公務員倫理を考える」 季刊人事行政 ８２年２月号

２９「私大入試を展望する」 毎日セミナー通信 ８２年３号

３０「都立高校入試改革の功罪」 キャリアガイダンス ８２年５号

３１「教科書と最高裁」 キャリアガイダンス ８２年６号

３２「教育裁判の限界」 キャリアガイダンス ８２年７号

３３「転機の日教祖大会」 キャリアガイダンス ８２年８号

３４「〈記者座談会〉昭和６０年度からの大学入試」 進研ニュース ８３年１０５号

３５「昭和６０年度からの大学入試」 進研ニュース ８３年１０５号

３６「選別の強まる私大補助」 キャリアガイダンス ８３年１０号

３７「偏差値教育の毒が回った」 月刊サーチ １９８３年６月
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３８「６１年度からの高等教育」 キャリア ガイダンス ８３年１２月号

３９「音楽教育の改革と創造性の発達」 発達 ８３年１４号

４０「六・三制見直しの方向」 桜門春秋 ８３年１７号

４１「日教祖教研の悩める教師たち」 キャリアガイダンス ８３年２，３合併号

４２「なぜ後退する二次試験の改革」 進ゼミ情報 ８３年２６号

４３「２００万人の若者はどこへ行く」 キャリアガイダンス ８３年４号

４４「入試制度と進路指導」 教職研修 ８３年５月号

４５「学警協力の卒業式」 キャリア ガイダンス ８３年５月号

４６「何のための出席停止処分」 キャリアガイダンス ８３年７号

４７「共通一次のゆくえ」 月刊コミュニケーション ８３年７号

４８「日教祖に思うこと」 教育評論 ８３年９―１０号

４９「オランダの音楽教育事情」 アムステルダム管弦楽団カタログ ８４年

５０「臨教審のねらいとその将来」 ジュリスト ８４年１１月号

５１「大卒就職事情の裏側」 官公労働 ８４年１１月号

５２「急増の大検合格者」 キャリア ガイダンス ８４年１２月号

５３「教育改革と学校現場」 キャリア ガイダンス ８４年１月号

５４「教員の「資質」について」 学校経営 ８４年１月号

５５「大胆な独自性の発揮排除を」 関西教授会連合 ８４年１月号

５６「教育改革と学校現場」 キャリア ガイダンス ８４年１月号

５７「教員の「資質」について」 学校経営 ８４年１月号

５８「８４年の教育界を読む」 キャリアガイダンス ８４年２，３合併号

５９「教育養成制度の改革の方向」 進ゼミエコール ８４年３０号

６０「共通一次と教育改革」 学校経営 ８４年３月号

６１「教育改革と報道の役割」 新聞研究 ８４年４月号

６２「“教育臨調”の舞台裏」 キャリア ガイダンス ８４年４月号

６３「臨教審法案の国会上程」 キャリアガイダンス ８４年５号

６４「少女雑誌の規制と表現の自由」 青少年問題研究 ８４年７月号

６５「受け身でない文化行政」 晨 ８４年７月号

６６「初めての「私大白書」」 キャリア ガイダンス ８４年７月号

６７「高等教育計画への疑問」 学校経営 ８４年７月号

６８「初めての「私大白書」」 キャリア ガイダンス ８４年７月号

６９「高等教育計画への疑問」 学校経営 ８４年７月号

７０「１８年ぶりの高校入試改善」 キャリア ガイダンス ８４年８月号

７１「スタートする臨教審」 キャリア ガイダンス ８４年９月号

７２「臨教審の発足と今後の課題」 教職研修 ８４年９月号

７３「スタートする臨教審」 キャリア ガイダンス ８４年９月号

７４「臨教審の発足と今後の課題」 教職研修 ８４年９月号

７５「スタートする臨教審」 キャリア ガイダンス ８４年９月号

７６「臨教審の発足と今後の課題」 教職研修 ８４年９月号

７７「中曽根首相への白紙委任状」 学校経営 ８４年９月号
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７８「「日の丸」と教育改革」 キャリア ガイダンス ８５年１０月号

７９「臨教審の中間発表と高等教育の将来」 事務職員研修講演記録 ８５年１０月号

８０「教科書の中のエネルギー」 エネルギーレビュー ８５年１０号

８１「いまさらのいじめ対策」 キャリア ガイダンス ８５年１１月号

８２「教師とコモンセンス」 悠 ８５年１１月号

８３「教育課程審議会の発足とその行方」 学習指導研修 ８５年１１月号

８４「高学歴は就職に有利」 キャリア ガイダンス ８５年１２月号

８５「戦後教育４０年とわたしの教育改革」 総合教育技術 ８５年１月号

８６「戦後教育４０年とわたしの教育改革」 総合教育技術 ８５年１月号

８７「青少年読書感想文全国コンクール３０年を迎えて 学校図書館 ８５年２号

８８「中野区議会の四年間」 地方自治職員研修 ８５年３月号

８９「臨教審・科学万博・共通一次」 キャリア ガイダンス ８５年４月号

９０「教育改革の主体はだれか」 学校図書館 ８５年４月号

９１「学校の権威主義」 キャリア ガイダンス ８５年５月号

９２「ボタンをかけ違った臨教審」 キャリア ガイダンス ８５年６月号

９３「臨教審「審議経過の概要」について考える」 学習指導研修 ８５年６月号

９４「少女雑誌規制と表現の自由」 青少年問題研究 ８５年７号

９５「生煮えの第１次答申」 キャリア ガイダンス ８５年８月号

９６「もっと自由を」 キャリア ガイダンス ８５年９月号

９７「高等教育の動向と私立大学」 管理職研修報告書 ８６年

９８「人事抗争で揺れる日教祖」 キャリア ガイダンス ８６年１０月号

９９「総合的な教育課程の検討が必要」 学習指導研修 ８６年１０号

１００「どちらを向いての改革か」 キャリア ガイダンス ８６年１１月号

１０１「丸刈り判決と校則の違法性」 キャリア ガイダンス ８６年１月号

１０２「臨教審の５００日」 記録ジャーナル ８６年１月号

１０３「６０年度の教育ニュース総括」 キャリア ガイダンス ８６年２・３号

１０４「子どもの個性と学校の個性」 the wheel extended ８６年３号

１０５「学費は高すぎる」 キャリア ガイダンス ８６年４月号

１０６「座談会：いじめ問題とジャーナリズム」 新聞研究 ８６年５月号

１０７「大学入試は改革期に入る」 キャリア ガイダンス ８６年５月号

１０８「教育改革は提言ラッシュ」 キャリア ガイダンス ８６年６月号

１０９「教育の断面」 教職研修 ８６年７月号

１１０「経験に学ばない愚かしさ」 キャリアガイダンス ８６年７号

１１１「教育の断面〈いま求められている“高校像”〉」 教職研修 ８６年８月号

１１２「理念なきスケジュール改定」 学習指導研修 ８６年８号

１１３「焦点は社会科改編」 キャリアガイダンス ８６年８号

１１４「藤尾文相登場の意味」 キャリア ガイダンス ８６年９月号

１１５「改定の理念はどこにあるのか」 学習指導研修 ８６年９号

１１６「学校教育の今日的課題」 高管教第３回教研 ８７年

１１７「高等教育の動向と私立大学」 商学部研修会報告書 ８７年
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１１８「ソ連の教育改革の印象」 学校経営 ８７年１１月号

１１９「日教組は慧くあれ」 発言 ８７年１４号

１２０「延期された大学入試新テスト」 キャリア ガイダンス ８７年１月号

１２１「学校をどうしようというのか」 月刊高校教育 ８７年１号

１２２「いま，私立大学を問い直す�上」 私学時代 ８７年１号

１２３「いま，私学教育を問い直す�下」 私学時代 ８７年２号

１２４「日本の教育に見習えの意味」 学校経営 ８７年３号

１２５「文部官僚の掌の上で」 世界 ８７年４月号

１２６「臨時教育審議会第３次答申を読んで」 みんなで教育改革を ８７年５月１１号

１２７「最終ラウンドに入った臨教審」 学校経営 ８７年５月号

１２８「大学教授たちのわがまま」 学校経営 ８７年７号

１２９「新教育課程を踏まえて学習のあり方を探る」 学園随筆 ８７年８号

１３０ The Character of Children and Character of Schools JAPAN UPDATE ８７年夏号№４

１３１「日本人のためだけでない学校とは」 学校経営 ８７年９月号

１３２「私学経営の問題とこれからの課題」幹部管理職研修講座講演録 ８８年

１３３「文部省を総点検する」 私学時代 ８８年１０号

１３４「絶望的な大学の入試改革」 学校経営 ８８年１１号

１３５「文部省を総点検する�」 私学時代 ８８年１０号

１３６「文部省を総点検する�」 私学時代 ８８年１２号

１３７「納得しがたい教課審の態度」 学校経営 ８８年１号

１３８「柔軟な発想を求めよ」 教職研究 ８８年１号

１３９「秋季入学制をどう実現するか」 月刊高校教育 ８８年１号

１４０「１９８８年の教育界を展望する」 キャリアガイダンス ８８年２，３合併号

１４１「教育の断面〈見えない改革の全体像〉」 教職研修 ８８年２月号

１４２「アメリカの小さな大学」 学校経営 ８８年３号

１４３「新テストと私立大学」 私学時代 ８８年５号

１４４「生涯学習時代と大学」 大学世界 ８８年７８号

１４５「初任者研修制度を役立てるには」 学校経営 ８８年７号

１４６「見失われた日教祖運動の理想」 学校経営 ８８年９月号

１４７「問われる高等教育のあり方」 学園随筆 ８８年９号

１４８「文部省を総点検する�」 私学時代 ８８年１１号

１４９「学校として「すべきではない」こととは」 学校経営 ８８年５月号

１５０「これからの大学」 業務別研修報告書―教務関係― ８９年

１５１ 人脈 ガロとその時代 毎日新聞朝刊連載 ８９年

１５２ わが国における衛星放送の将来展望 駿河台大学 論叢 ８９年

１５３「公務員倫理の高揚に必要なこと」季刊行政研修 いるま ８９年１０月号

１５４「変化する社会に対応して」 社会労働評論 ８９年１０月号

１５５「猫の目入試改革―なぜ？」 世界 ８９年１１月号

１５６「スポーツ振興と生涯学習社会」 学校経営 ８９年１１月号

１５７「文部省を総点検する�」 私学時代 ８９年１１号
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１５８「衛星放送「料金」の合理，不合理」総合ジャーナリズム研究 ８９年１２９号

１５９「新学期指導要領を語る�上」 学園随筆 ８９年１月号

１６０「教育活動と学校図書館」 学校図書館 ８９年１号

１６１「文部省を総点検する�」 私学時代 ８９年１号

１６２「時代を誤った学習指導要領」 発言 ８９年２１号

１６３「汚職とモラルの間を考えよう」 総研ジャーナル ８９年３６号

１６４「マスコミの大学拡張論」 大学時報 ８９年３８号

１６５「共通一次を総括する」 学校経営 ８９年３号

１６６「コミュニケーションと遠隔教育」 放送教育開発センター研究報告 遠隔高等教育の現状と展望

８９年５月０７号

１６７「文部省を総点検する 番外編」 私学時代 ８９年５号

１６８「文部省を総点検する７」 私学時代 ８９年６号

１６９「コミュニケーション論からの大学入試改革批判」 月刊高校教育 ８９年７月号

１７０「文部省を総点検する�」 私学時代 ８９年７号

１７１「教育の断面〈一芸入試の落とし穴〉」 教職研修 ８９年７月号

１７２「教育の断面〈教科書離れを考えたい〉」 教職研修 ８９年８月号

１７３「教育の断面〈学校の内部にすすむ腐蝕〉」 教職研修 ８９年９月号

１７４「分裂を控えた日教組の全国教研」 学校経営 ８９年９号

１７５「わが国における衛星放送の将来展望」 駿河台大学論叢 ８９年第３号

１７６「文部省を総点検する�」 私学時代 ８９年１０号

１７７「文部省を総点検する�」 私学時代 ８９年２号

１７８「再開した中教審の行方」 学校経営 ８９年７月号

１７９「大学の個性化と評価」 私学経営 ８９年９月１７５号

１８０「どこまでいくの？？おばけ偏差値」“どうなってるの今の教育”立川市錦公民館 ９０年

１８１「なぜなくならぬ中学と高校入試の難問」 学校経営 ９０年１１号

１８２「私学の危機とは何か」 私学経営 ９０年１９０号

１８３「女子体操選手の悲運と学校の人権感覚」 学校経営 ９０年１月号

１８４「個性豊かな特色ある教育を」 私学時代 ９０年１号

１８５ 座談会「高等教育のあり方を考える」 学園随筆 ９０年２８巻

１８６「生涯学習振興法案と大学」 私学経営 ９０年２月１８５号

１８７「動き出す大学改革」 学園随筆 ９０年７号

１８８「過去の直視から開ける未来」 学校経営 ９０年７号

１８９「校門事故問題で欠落した視点」 学校経営 ９０年９月号

１９０「「伝習館訴訟」最高裁判判決の意味」 学校経営 ９０年３月号

１９１「対談：『生涯学習』その方向と体制」 私学時代 ９０年４号

１９２「到来した大量浪人時代」 学校経営 ９０年５月号

１９３「高校は出なくても」 閲覧室 ９１年

１９４「初中教育行政，当面する問題」 私学時代 ９１年１０号

１９５「学校五日制への視点」 学校経営 ９１年１１号

１９６「エネルギーのムダを“紙”が解決」 女性フォーラム ９１年１２月４３号
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１９７「緒方さんのこと」 会報千代田フィル ９１年１６号

１９８「入試監督のやるせない思い」 私学経営 ９１年１９５号

１９９「学校教育にも地殻変動の予感がする」 学校経営 ９１年１月号

２００「中教審に広範な意見を」 学園随筆 ９１年２９巻

２０１「中教審は憂えている」 私学時代 ９１年２号

２０２「日本の教育，３０年の歩み」 学園随筆 ９１年３０巻

２０３「受験戦争に傷つく若者たち」 学校経営 ９１年３月号

２０４「新聞・雑誌をよく読む」 小学校教育 ９１年４月号

２０５「ベネティアン・グラス」 季刊随筆丘 ９１年４号

２０６「大学の教育責任と「温情卒業」」 学校経営 ９１年５月号

２０７「入試監督のやるせない思い」 私学経営 ９１年５月号

２０８「初中行政の当面する問題」 学園随筆 ９１年５号

２０９「３０年の流れと今日の課題」 私学時代 ９１年５号

２１０「有名大学の無責任」 学校経営 ９１年７号

２１１ 取材記者の職業倫理についての試論 駿河台大学論叢第６号 ９２年

２１２「ヨーロッパ統合の夢ECとは何か」 ADVANCE ９２年１１月号

２１３「教職員の生涯福祉を考えよう」 私学時代 ９２年１２号

２１４「理科教育及び産業教育審議会答申」 教職研修 ９２年１２月号

２１５「電気を貯める」 女性フォーラム ９２年１月号

２１６「大学の成績簿」 学校経営 ９２年１月号

２１７「公務員倫理と管理者のあり方」 研修 ９２年１月号

２１８「高等教育の改革に望むもの」 私学時代 ９２年１号

２１９「大学の自己評価」 私学経営 ９２年３月２０５号

２２０「水素の利用」 女性フォーラム ９２年３月４５号

２２１「センター試験と高校中退」 学校経営 ９２年３号

２２２「ガロ編集長の引退」 学校経営 ９２年５月号

２２３「高等教育改革に期待するもの」 私学時代 ９２年５号

２２４「教育の断面 学校５日制の検討に不足するもの」 教職研修 ９２年７月号

２２５「「登校」は拒否したい」 学校経営 ９２年７月号

２２６「地球サミットの重い意味」 ADVANCE ９２年７月号

２２７「学校教育を考える機会に」 学園随筆 ９２年８号

２２８「PKOとは何か」 ADVANCE ９２年９月号

２２９「取材記者の職業倫理についての試論」 駿河台大学 論叢９２年第６号

２３０「「登校拒否」対策と学校の役割」 学校経営 ９２年１１月号

２３１「業者テストと私立学校の責任」 学校経営 ９２年１２月号

２３２「私学への公財政支出の増額を」 私学時代 ９２年７号

２３３「大学教育と高校教育の動向」 私学時代 ９２年８号

２３４「体罰の後遺症はないのか」 学校経営 ９２年９月号

２３５「業者テスト廃止は何を示唆するか」 学校運営研究 ９３年１０号

２３６「新しい学力観への疑問」 総合教育技術 ９３年１０号

文化情報学 第１２巻第２号（２００５）

８６



２３７「推薦入学の制限に意義あり」 私学経営 ９３年１１月号

２３８「学校五日制に関する調査研究協力者会議報告」 別冊教職研修 ９３年１２月号

２３９「学力向上運動の改革を考えよう」 学校経営 ９３年１２月号

２４０「大学の個性化と評価」活性化と教員人事」 私学経営 ９３年２月号

２４１「教師のモラルをいかに高めるか」 学校経営 ９３年５号

２４２「教育の断面〈なぜ学校が悪くなる〉 教職研修 ９３年７月号

２４３「「学校の倫理」を知る必要がある」 学校経営 ９３年２月号

２４４「指導要録を開示しますか」 学校経営 ９３年４月号

２４５「大学，競争力強める改革を」 私学時代 ９３年５号

２４６「学校改革の視点を考える」 学校経営 ９３年６月号

２４７「対談：大学間に自由競争の原理を」 私学時代 ９３年６号

２４８「「問題教師」の問題を考える」 学校経営 ９３年８月号

２４９「『日本一先生』は語る」 日本の教師 ９４年

２５０「差別語論争」 教職研修 ９４年１１月増刊号

２５１「教育・研究水準の向上へ」 私学時代 ９４年１２号

２５２「大学はどこへいくのか」 菩提樹 ９４年１３号

２５３「三ない運動からの転換」 学校経営 ９４年２月号

２５４「高校間の格差をどう是正するか」 学校経営 ９４年４月号

２５５「対談：助成に「バウチャー」構想も」 私学時代 ９４年５号

２５６「なぜ若者が幼いのか」 学校経営 ９４年６号

２５７「「教育改革」をどう改革するか」 教育総研ニュース ９４年７月号

２５８「職業教育の強化を望む」 学校経営 ９４年８月号

２５９「戦後５０年と教育を考える」 学校経営 ９４年１０月号

２６０「旧制高校の消える日」 学校経営 ９４年１２月号

２６１「対談：教育・研究水準の向上へ」 私学時代 ９４年１２号

２６２「就職難と大学の将来」 私学経営 ９４年９月２３５号

２６３「質的，量的の充実・拡大と先見性ある構想の開発を望む」 私学時代 ９５年１１月号

２６４「公務員の使命と社会的責任」 研修 ９５年９月２０７号

２６５「大学入試改革のささやかな実践」 私学経営 ９５年９月号

２６６「対談：新しい大学院の方向と問題点」 私学時代 ９５年１１号

２６７「対談：牛山純一：テレビ・ドキュメンタリーの現在と未来」 教育と文化 ９５年１号

２６８「子どもの墓標を作らぬために」 学校経営 ９５年２月号

２６９「現代の行政と公務員倫理」 公務研修 ９５年７月１７８号

２７０「大学の独り相撲」 人事試験研究 ９６年１２月号

２７１「中教審第一次答申」 別冊教職研修 ９６年１２月号

２７２「学校教育の今日的課題」 教育評論 ９６年１月号

２７３「公務員のあり方を考える研修の印象」 行政研修ジャーナル ９６年２５号

２７４「公務員の倫理と社会的責任」 研修だより ９６年３月４２号

２７５「モラールの高い職場づくりに向けて」 研修だより ９６年３月号

２７６ 中教審と２１世紀の学校像（中身はついていない） 教育と文化 ９６年４号
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２７７「対談：横山英一：パートナーシップ路線の舵を取って」 教育と文化 ９６年４号

２７８「教育改革と大学の責任」 私学経営 ９６年１０月２６０号

２７９ パネル「子どもの権利は保障されているか」 教育評論 ９６年２月５８５号

２８０ 対談：肥田美代子「子ども図書館の夢を」 教育と文化 ９６年２号

２８１「対談：斎藤諦淳：臨教審の十年をふりかえる」 教育と文化 ９６年３号

２８２「対談：有田芳生：オウム的なものを追及して」 教育と文化 ９６年５号

２８３「新しい時代の公務員像」 みがく ９７年

２８４「新しい時代の公務員像とリーダーの責任」 研修協議会だより ９７年１０月４７号

２８５「教員養成制度の改革と課題」 教職研修 ９７年１２号

２８６「中高一貫と受験戦争の緩和」 教職研修 ９７年１２号

２８７「授業者列伝 大村はま―人とその仕事�」 中学教育 ９７年４月号

２８８「新しいカルチュラル・ツーリズム」 Currents ９７年５／７月号

２８９「授業者列伝 大村はま―人とその仕事�」 中学教育 ９７年７月号

２９０「対談：教育改革が始まった年」 私学時代 ９７年１２号

２９１「対談：大村はま：子どもから出発する授業こそ」 教育と文化９７年１２号７号

２９２「『出にくい大学』に私大から批判」 内外教育 ９８年

２９３「公務員の使命と社会的責任」 研修 ９８年３月号

２９４「完全学校五日制への移行と授業時数の縮減」 別冊教職研修 ９８年７号

２９５「高等学校入学者選抜の改善」 別冊教職研修 ９８年８号

２９６「教育課程の弾力化と特色ある教育活動」 別冊教職研修 ９８年１０号

２９７「人事行政改革の方向」 人事行政の窓 ９８年２月８号

２９８「悲運のエアバック発明者」 ゆうLUCKペン ９９年１２月号

２９９「汚職・非行防止に向けて」 シャチ ９９年１９８号

３００「公務員倫理について」 群馬自治 ９９年４月号

３０１「２１世紀の高等教育政策」 日本教育政策学会 ９９年６月２６日～２７日

３０２「大学にとっての社会人教員」 IDE現代の高等教育 ９９年９月号

３０３「大学入試改革の方向を考える」 教育と文化 ９９年１５号

３０４「東大オケの再誕生―極私的８０年史」 東京大学音楽部管弦楽団８０年史 ００年

３０５「新・新聞倫理綱領」 私学時代 ００年８号

３０６「教育改革国民会議の行方」 教職研修 ０１年１号

３０７「これからの地方公務員の服務と倫理」 自治フォーラム ０１年２月号

３０８「少年法の改正と学校」 別冊教職研修 ０１年２月号

３０９「教養教育の改革」 教職研修 ０１年３号

３１０「学力低下論争の行方」 別冊教職研修 ０１年５号

３１１「公務員倫理を考える」 人事行政の窓 ０１年２月１７号

３１２「レインボープラン」 別冊教職研修 ０１年７号

３１３「「公務員制度改革大綱」批判」 人事行政の窓 ０２年５月２１号

３１４「利益の衝突とアカウンタビリティ」 東北自治６９号 ２００３年３月

３１５「漂流の果ての無惨」 教育評論 ０３年４月号

３１６「東大オケの再誕生―極私的８０年史」 東大音楽部管弦楽団 ０１年８月
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３１７「悲運のエアバッグ開発者」 ゆうLUCKペン第２８集 ０５年１２月

３１８「問われる教師の国際感覚と国民意識」 総合教育技術 ９０年１月号

３１９「共通一次試験が生まれるまで」 ひと６９号 ７８年９月

３２０「誤った文教行革の方向」 臨調答申と自治体 地方の時代／実践シリーズ９ ８３年

３２１「今世紀最後で最大の帆船パレード」他 毎日グラフ別冊「帆船」８０年１０月

３２２「新米記者のほろ苦が『特ダネ』記」 ゆうLUCKペン第２７集 ０４年１２月

３２３「教育過熱＝高学歴化と受験競争で２８兆円市場に」 図説日本経済１９９０ ９０年４月

３２４「『昭和的人間』を貫いた人生」波４２８号 ０５年８月号

３２５「地球の裏側を走る［南米３万キロ走破］」 毎日グラフ１５１４号 ７８年１０月

３２６「国際標準化機構と文書・記録管理―ISO１５４８９について」 文化情報学研究所報第４号 ０４年３月

【新聞の特集】

社説は約５００本を執筆したが，無署名なので題名を掲載しない。署名記事のうち，全ページあるいは

複数ページを単独執筆したものが２０ないし３０本ある。ここには１９７０年代初めの一部を掲載する。

１ 毎日新聞日曜版（全１ページ）１９７０年４月１２日 神話と伝説の島 キプロス

２ 毎日新聞特集面（全２ページ）１９７２年１月３０日

教育改革進める アメリカの実験

ロサンゼルスの小学校で ニューヨークの高校で

改革の旗手 UCLA グッドラッド教授

３ 毎日新聞特集面（全２ページ）１９７２年２月２５日

教育とは何かを問う 海外異色の学校をみる

パークウェイ オープンユニバーシティ

４ 毎日新聞特集面（全２ページ）１９７２年３月２９日

二つの国にみる「教育革命の現実」

アメリカとフランス

５ 毎日新聞特集「ヨーロッパの若者たち」

� マリワナ文明 １９７０年４月１４日

� 自由な性 ４月１８日

� ファッション革命 ４月２１日

� ヒッピー精神 ４月２５日

� 学生の反乱 ４月２８日

	 プロボの子ら ５月２日


 ノン・アカデミー ５月７日

原田三朗教授の経歴ならびに研究業績
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